
 

 

 
 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心を込めて精一杯活動実施中 

加古川市立志方東小学校 
令和７年 1 月 2４日№11 

校長  

冬休みに入った１２月２６日、全国小・中学生リズムダンスふれあいコンクールが実施され、そこで本

校 4 年生「Miracle All  Stars」が規定曲部門で見事に第 1 位 文部科学大臣賞に輝きました。リモー

ト中継で行われたこの大会、朝から本校多目的室に地域の方々、保護者の方々、卒業生、在校生、教職員

あわせて 70 名以上がかけつけました。数ある参加チームから全国大会まで進んだ 19 校のダンス（すで

に動画を送っている）が順に紹介されていきました。本校ダンスの後の専門家のコメントでは「スタート

から心をつかまれました、感動の連続でした、振付が上手、工夫がいっぱい、一体感を感じました‥」 と

うれしい言葉をいただきました。 

いよいよ発表の時。第 1 位で呼ばれたときは、会場全体が大きな拍手で包まれました。昨年の 6 年生は

惜しくも 2 位、その雪辱が果たせました。全国優勝を目標にこれまで頑張ってきた子どもたちにとって、

大きな自信となったことでしょう。本当によく頑張りました。おめでとう！そして、たくさんの応援、あ

りがとうございました。 

 

４年生 全国優勝！ 文部科学大臣賞受賞  １2/2６  

 

4 年生への表彰式から優勝旗・表彰状・トロフィー・メダル（あとで）１/14 

 
朝会で 4 年生の表彰式を行いました。全国優勝ということで事務局から

送られた優勝旗・文部科学大臣賞の表彰状・トロフィー・（メダルは後で

届く）は、どれも立派なものでした。また、4 年児童からの言葉、担任か

らの言葉がありました。この取り組みを通して、4 年生たちが成長できた

ことが伝わってきました。そして、この頑張りから学べたことを全校生で

共有することもできました。 

この表彰式に朝から地域の町内会長さんが複数見に来てくださっていま

した。最後はみんなの前で 4 年生が優勝したダンスを披露してくれました。 

 
   担任の言葉から 

まず 「大きな夢をもってほしい」 

つぎに「それに向かって努力すること」 

そして「挑戦すること」 

そこで、努力し続けるには、それを支え

るための情熱をもつことが必要になる。 

何に情熱がもてるのかは、人それぞれちが

う。自分だけの(その)情熱を見つけるため

に、挑戦することが大切である。 

心にその情熱をもたすためには、挑戦して

くことが大切になる…。 

  

児童の言葉から 

…この大会で 3 つのことが学べた。 

１「挑戦する大切さ」 最初めんど

くさそうと思ったが踊ってみると楽

しさが実感できた。 

２「努力すれば成長できる」 最初

は全然踊れなくて悔しかったですが

日々の努力で成長していけました。 

３「仲間の大切さ」みんなと協力で

きたことで予選突破でき、みんながい

てくれたおかげで優勝できた。 

この経験を活かして、夢に向かって 

一生懸命努力して叶えていきたい…。 

「優勝できた」で終わるだけではなく、

取り組みを通してのメッセージとして全

校生に伝えられました。4 年生の優勝の

土台にはこうした子どもたちの思いと励

みつづけた日々があったのですね。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

２月の主な予定 
 

 ３（月）えがおであいさつにこにこデー、全校朝会   

４（火）オープンジュニアハイスクール６年 13:00 

    ～15:50(志方中下校)、琴教室 大原先生 

５（水）ALT 代表委員会  校内書き初め展（～８） 

８（土）授業参観 PTA 役員選出 12:00 下校 

10（月）代休     

11（火）建国記念の日 

13（木）6 年校外学習 姫路 

 

11（火）建国記念の日 

  

１４（金）親子読書 

１７（月）児童朝会 計画委員選挙  

１８（火）図書ボランティア読み聞かせ（昼休み） 

１９（水）ふれあいタイム ALT パフォーマンステスト     

２０（木）6 年 SC 心の授業 

２１（金）感謝お礼の会 クラブ活動最終 

２３（日）天皇誕生日  ２４（月）振替休日 

２８（金）6 年生を送る会 委員会 

 

 

     

 阪神淡路大震災から 30 年のこの日、地震を想定した避難訓練と 1.17 追悼集会（震災の話を含め）を実施し

ました。避難訓練については、クラスで事前の学習にも取り組んでおり、子どもたちは命を守る動きがしっかり

とれていました。そして避難終了まで真剣に行動できていました。その後、七つ池の決壊に備えて 3 階への避難

もしました。続いて体育館で 1．17 追悼集会を行い、黙祷や「しあわせ運べるように」の歌唱、そして消防士

でもある加古川市役所防災対策課の菅野伸吾さんをお招きし、震災・防災に関する内容で 

全校生に講話をしていただきました。「正しく知って 正しく怖がり 正しく備える」、 

わかりやすい映像とともに地震への備えについて詳しく学ぶことができました。「是非、 

今日はお家で、備えのことや災害のことについて話をしてほしい」そう伝えられました。 

 

講師を招いて    

 

１・１７（阪神淡路大震災）から３０年 避難訓練・集会・講話 １/１７        

 

 

 

 

 

 

１・2 年生は教室で実施、3 年生から 6 年生は県の補助

事業「子ども伝統文化わくわく体験教室」で体育館に一堂

に会して書き初めをしました。体育館では、12 月の練習

に続いて今回も講師として黒坂織惠先生に来ていただき

ました。とっても寒い日になりました。そのなかを 4 つの

学年が一斉に集まるとピリッと引き締まり、集中力が高ま

りました。黒坂先生が最初にポイントを説明されていると

きからよい姿勢がつくれており、その後 1 時間 45 分にわ

たって集中力を切らすことなく取り組めました。黒坂先生

もその姿を褒めてくださいました。子どもたちは 12 月か

らの練習（冬休みの宿題含め）を通して積み上げてきまし

た。この日はその成果が十分に発揮できたことでしょう。 

 

書き初め会 1/８  

 

トヨタ出前授業 1/1６ 

 

3/13 卒業式予行  3/18 給食最終   3/19 式準備 6 年 10：30 下校   3/21 卒業式 1-3 年自宅学習    3/24 修了式 

5・6 年生がトヨタ自動車の「カーボンニュートラル

実験教室」の出前授業をうけました。地球温暖化の問題

を考え、よりよい未来のために自分たちでもできること

から始めようとできるきっかけを育むこと目標に行わ

れています。カーボンニュートラルとは、温暖化につな

がるCO2の排出量と吸収量のバランスをとっていくこ

とです。トヨタから 3 名の方が講師で来られ、わかり

やすい画面とともに、町のマップをグループごとに囲ん

でワーク形式で作業をしたり、水素の実験キットを用い

た燃料電池自動車の模型で水素がエネルギーとして使

える学習をしたりしながら興味深く学んでいくことが

できました。環境教育として貴重な学びができました。 


